
山形県寒河江市 鈴木 郁 教育・文化

【年 齢】
63歳

【出身地】
山形県寒河江市

【転出元】
東京都練馬区

【前 職】
会社役員

【活動時期】
R4.4～

（1年目）

前職を60歳で退社。
生まれた寒河江市や山形県などに、何か社会貢献できるようなこと
はないかと考えていたところ、友人より地元の寒河江市が「さがえ
未来コンソーシアム」構想の立ち上げというポジションの募集をし
ていると聞いた。
教育分野の事業ということで、地元の人材作りに何か役にたてるの
ではと思い、応募し、現在業務推進中。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）kaoru.suzuki@sagaemirai.jp （電話番号）0237-85-1556

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】

https://www.sagaemirai.jp/ (立上げ準備中）

今後は計画した「さがえ未来コンソーシアム」事業の推進が目標。

1.コンソーシアム事業で核となっていくキャリア教育の基盤となる
「さがえの企業ライブラリー」の立ち上げ。
2 「さがえ未来コンソーシアム」のホームページの立上げ
3.令和5年度の「職場体験学習」に向けた受入企業開拓
4.「さがえ少年少女発明クラブ」の運営と令和5年度活動計画
5.コンソーシアム事業の重要なツールとなるデータベースの事業準
備・立上げ（ふるさと学習、職業講話、ボランティア、等）

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●「さがえ未来コンソーシアム」事業プランニング
「さがえ未来コンソーシアム」は、「キャリア教育の視点に
立ち、学校、地域、企業が連携・協働することで、次代を担
う『さがえっこ』を育む学習プログラムの推進」という構想
です。始めに、キャリア教育、ふるさと学習、発明クラブ、
人材確保等の領域で約10の事業計画を策定。それらについて
各学校の校長ヒアリング、教職員やコミュニティ・スクール
の運営委員等へ説明・周知の活動を実施。

●「さがえ少年少女発明クラブ」立上げ
コンソーシアム事業計画の1つである発明クラブを立ち上げた。
クラブの組織・規約作り、今年度の活動計画（実験・工作）、
運営役員の就任依頼（地元企業）、指導員（ボランティア）
募集、地元企業数十社より協賛金確保を行い、公益財団法人
発明協会（東京港区）から承認を受け、令和4年10月1日に発
足・開講式・第1回工作活動を開催。市内小中学生40名がクラ
ブ員となり、県内最大クラブとして活動スタート。

●キャリア教育サポート
キャリア教育のプログラムである「職場体験学習」「職業講
話」「探究型学習」等のサポート業務。今年度「職場体験学
習」では、地元企業に働きかけ約30社の新規受入先を開拓。
「職業講話」では、地元のグローバル企業や伝統的もの作り
企業などの講話を提供。地元商工会の出前授業プログラムの
サポート等も行っている。また、活動の情報発信、協賛企業
募集等の目的を持つホームページを立上げ準備中。

事業分野 ねらい プログラム アプローチ（方法）
社会の成立ちの知識・理解 → 社会の構成（企業、自治体等）講話 ← 社会の成立ちを話すスピーカー

お金の意味・経済の成立の知識・理解 → お金の流れ・税金・保険、投資、等講話 ← お金、経済の仕組みを話すスピーカー

地元の企業の姿を知る → 地元企業のライブラリー構築 ← 市内企業、団体へ協力要請

仕事の意味や中身の知識・理解 → 企業講話・職場体験 ← 企業から講師派遣、職場体験

課題解決への道筋を体験 → 企業課題解決へ挑戦講座 ← 企業からテーマ提供・審査

創造性開発 ⇒ 工作・実験を通じた能力開発 → さがえ発明クラブ ← 発明クラブでプログラム策定

地元の歴史を知り郷土愛醸成 → 郷土史講座 ← 地元講師（ボランティア）

地域遺産を知り郷土愛醸成 → 史跡・遺跡探訪 ← 地元講師（ボランティア）

地域交流・農業生産活動の体験 → 農業体験 ← 受入農家で職場体験

地域交流・地域文化体験 → 郷土芸能・文化体験 ← 地元講師（ボランティア）

放課後の学び・部活動支援 → 指導者・支援者 ← 個人・企業ボランティアデータベース

→ 地域の個人ボランティア ← 地域ボランティアデータベース

→ 地域の企業ボランティア ← 応援団企業データベース

プログラムに必要な専門知識 → 専門家・企業 ← 専門家データベース

企業ライブラリーやデータベースの情報を提供、管理していくためのホームページの立上げ、運営

キャリア教育

ふるさと学習

各プログラムを支えるサポーター集団

⇒

⇒

⇒
サポーター育成

https://www.sagaemirai.jp/
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